
解

二
十
旧
怨

餌
三
娩

ニ
云

五
八

闇
本

輸

出
陶

磁

器

の

動

向

ロ

五
､
陶
磁
韓
輸
出
港

本
邦
陶
磁
器
は
前
述
の
如
-
年
々
躍
進
を
績
け
昭
和

九
年
に
は
輸
出
四
千
百
簡
閲
を
突
破
し
､
口
本
重
要
輸

出
品
の
第
七
位
に
あ
っ
て

輸
出
額
の
八
割
以
上
の
三

千
六
宵
貰
園
は
名
菅
屋
､
四
日
市
開
港
よ
-
出
さ
れ
た
｡

昭
和
九
年

一
月
-
五
月
迄
の
各
港
の
陶
磁
器
輸
出
債
格

を
封
此
す
る
は

杉

山

精

一

の
貫
目
h
t傭

へ
帥
月
港
の
八
分
'
四
日
市
'
門
司
両
港

の
二
分
の
順
で
あ
る
｡

最
近
の
輸
出
数
量
及
債
格
は
左
表
の
如
-

名
古

犀
沿

四
日
市
胎

抑

戸

他

門

司

港

椛

域

胎

大

阪

港

長

崎

港

.i
O
t
三
二
八
'四
六
大
樹

八
割
堀

二
五
五
､
八
三
八

二
分

1
'
〇
八
四
､
1
糊
二

八
分

二
九
五
'
五
四
九

二
分
5
.

-1
〇
七
'
二
六
一

.L
九
八
㌧
〓
ハ
七

八
'
八
.tl
四

糾
邦
輸
剛

譜

閥
輪

黒
二
郎
蛸

鮒

l

加旧

昭
利
四
年
蓑

､九
山ハエrjハ蒜

同 同 同 同 同

1.:七
､
三
Itニ宝

T･.,雫
六
二
四
'二
川八

四
lr(
七
r
阿望

二
ハ'売
国
'三
晃

一O
tニT孟
'忠
ニ

T三

'0
呈
､蔑
三

景
､三
八
㌧0
00

名

車

屋

港
は
各
値
の
入

朝
損

に

稗
田
-
第
一

の
輸
出
港

名
菅
尾
四
日
市
両
港
の
輸
出
額
は
金
髄
の
八
割
よ
も

九
割
迄
の
間
に
あ
っ
て
昭
和
八
▲年
中
の
両
港
に
於
け
る



各
組
<
;
別
の
輪
悶
絶
発
散
表
す
に
次
の
如
し
｡

我
古
掩
糾
合
地
院
内
光
淑

二
七
七
'〇
三
二
噸

七
割
四
分

糾

戸
粗
食
地
砿
内
紫
沓

六

1
､

並太
.i

-i
測
六
分

大

粒
糾
合
地
拡
内
灘
新

北
日
本
約
分
地
場
内
業
潜

ハ日

計

二
四
'
八
〇
一

八
'
〇

九
三

三
七

1
'
四
七
七

三 七

分 分

ノV′ノノ.
Sツrt
.1t

五

窺勝
野

嘗

乱打･蓑

第

調整
等
魂
紘
/珂

各
ー

搬

Lr)

畑

LJ)

日
本
輪
拍
陶
磁
群
の
劫
向

綿 周

､掴凍･をア
Iも 曲

虹東城乱坪
'･;-馳



地

球

節

二
十
四
番

遠
隔
地
の
他
の
組
合
よ
み
陸
路

で

輪
出
金
鰭

の
約

1
す
が
衆
基
す
る
と

い
ふ
事
賓
を
見
る
.

史
に
南
港
の
各
地
方
別
の
抽
出
数
量
は
第
五
園
に
示

す
が
如
-
北
米
部
は
四
割
､
印
度
彼
斯
部
は

一
割

l
分

南
洋
諸
島
は

一
割
九
分
､
欧
洲
部
は
八
分
､
濠
洲
部
は

八
分
､
溝
洲
､
支
郡
部
は
七
分
等
の
制
令
で
あ
る
〇

六
､
北

栄

部

(
イ
)
東
光
利
加
各
衆
問

貿
易
状
況

米
問
は
面
積
七
百
八
十
四
寓
方
粁
人
口

一
億
二
千
四
宵
常
人
の
大
助
で
大
卒
洋
を
隔
て
～
日
本

と
相
封
し
世
鼎
に
於
け
る
有
数
在
る
輸
入
'
輸
出
岡
で

あ
る
｡
日
米
貿
易
状
況
は
左
の
如
-

節
三
班

717m

六

〇

初
め
に

一
億
六
千
八
百
寓
園
と
な

ら
更
に
昭
和
八
年
は

十

1
億

1
千
苗
圃
と
在
っ
て
益
々
飛
躍
槍
進
を

不
す
｡

需
要
状
況

北
開
の
陶
磁
器
工
業
は
教
蓮
は
し
て
ゐ

る
が
､
他
園
よ
少
陶
磁
鼎
の
供
給
を
受
け
て
ゐ
る
.
閣

内
生
産
を
見
る
ほ

1
九

一
四
に
三
千
五
百
寓
弗
を
､
そ

の
内
帯
は

也

11九
1四
年

)
九
二
五
年

赤
色
姦

･i･〇
六

OtL
州

前

非

三
三

的

九

白
色
ク
リ
ー
ム
色
畔
地
雑

1
凹

､九
六
八

磁

界

二

三
八
五

明

治

六

年

一

〃

l

ド

-

′J

〃

十

五

年

'J I/ //
二

十

年

二
十
五
年

三

十

年

千
胤

四'ニ宗
鼓'ニ曇

TE､六
〇

三
'完
九

天
'
六
七
四

空
tall.l山ハ

明
綿
三
十
五
年

〃

四

十
句1,T

大

正

元

年

〃

六

〃

トー

舵
.
刺

〃

八

%
一
年

六

年S+

千
凹

八〇'こ
き

三
一二
0
1

〓ハ八㌧七〇
(

宅
八㌧聖
火

望
ニ'三共

柴
七'六
lれ

lJ二
三'0
1六

〃

(
伽札
束
榊
)

〟
(
化
粧
室
､
風
呂
場
州
)

サ

ガ

-

四

二
三
〇

千
兆

こ
､六
三
二

悶
∴

ニ
四
九

三
二
'
八

二
ハ

九
六
七

二
1
'八
二
七

二
五
'〇
三
六

1
.七
六
EiqfT

明
治
の
初
に
僅
か
に
四
官
二
十
二
番
例
の
が
大
正
の

で
磁
器
製
造
の
主
在
る
も
の
は

､H
o
m
er
L
an
gTin

C
hina
C
o
･,
N
e
w
elL
W
.V
a
と

T
ayt
er
&
K

nowi
e
s

C
o
l,
E
a
st
Li
v
e
rp
o

otO
hi0年
で
甜
千
六
育
苗
弗
を

輸
入
し
て
ゐ
る
｡
史
に

一
九

二六
年
に
千
九
宵
二
十
八

甫
弗
､

1
九
二
七
年
に
二
千
二
十
常
弗
､

一
九
二
八
年

に
千
六
官
七
十
番
弗
の
輪
人
に
及
び
磁
界
は
壁
用
化
粧



轟
所
用
､
uT.7
及
無
地
ー
彩
色
並
装
飾
用
飾
付
､
･ir
磁
恭

等
で
陶
器
は
無
地
､
彩
色
､
装
飾
用
飾
付
等
で
そ
の
内

若
色
磁
器
は
重
機
の
五
割
着
色
陶
器
は
二
割
以
上
に
潜

っ
て
ゐ
る
｡

一
九
二
九
年
の
米
問
着
色
陶
磁
器
抽
入
主

要
圃
別
の
内
葦
は
次
の
如
し
｡

一
九
二
九
年
の
本
邦
陶
磁
器
輸
入
額
四
百
四
十
苗
弗

で
前
年
は
此
べ
て
約

一
割
五
分
の
噂
加
を
不
し
､
近
年

食
器
も
極
薄
よ
-
も
少
し
厚
味
と
涼
味
を
昔
ん
だ
も
の

ゝ
需
要
が
多
い
｡
磁
器
は
日
本
.1叩
が
輸
入
筋

1
を
古
め

紙
箱
の
三
割
八
分
に
潜
み
､
猫
逸
品
が
二
割
五
分
で
第

二
位
も
共
闘
､
休
閑
酉
晶
は
各

一
割
づ
J
､
陶
器
は
円

日
本
検
出
例
破
砕
の
鋤
向

本
品
低
か
ほ
紙
額

一
割
で
あ
る
ほ
反
し
北
八囲
晶
は
約
四

割
で
齢

一
位
'
狗
逸
晶
の
一
割
九
分
で
第
二
伴
う
日
本

は
第
三
位
で
あ
る
｡
か
よ
う
に
光
岡
へ
輸
入
さ
れ
る
磁

紫
は
英
､
猫
'
伊
､
日
､
敦
の
玉
樹
､
陶
器
は
英
､
猫
､

伊
'
日
'
敦
の
五
閥
に
俵
で
占
有
rb
れ
'
日
本
品
の
地

位
は
磁
器
が
紙
数
最
の
六
割

1
分
に
祁
営
す
る
が
慣
格

は
三
割
八
分
は
過
ぎ
ず
､
陶
器
は
数
畳
は
金
牌
の
三
割

二
分
債
格

一
割
三
分
と
い
ふ
制
令
で
､
こ
れ
は
磁
器
平

均
抽
入
値
段
が
六
十
E
I仙
の
安
値
で
あ
る
結
果
は
因
る

も
の
で
､
英
図
の
九
十
大
仙
'
俳
の
四
弗
四
十
四
仙
ほ

比
べ
て
を
の
差
が
大
で
あ
-
､
陶
幕
は
於
で
も
日
本
晶

一
打
平
均
六
十
柚
に
比
べ
英
の
Li
弗
六
十
仙
'
猫
の
九

十
九
柚
､敦
の
九
十
三
仙
は
前
同
様
に
差
異
が
大

き
い
0

か
J
る
安
倍
の
日
本
品
は
十
仙
均

一
店
向
の
物
が
多

い

故
か
-
平
均
値
の
低
下
を
兼
ね
し
た
の
rで
あ
る
｡

トー
本
品
は
か
-
安
格
在
る
故
他
問
晶
に
比
べ
て
進
出

増
大
す
る
程
白
眼
視
n
れ
､

｢
九
三
〇
年
光
岡
陶
枕
改

正
に
関
す
る
｢
ホ
-
レ

ー
ス

ム

ー
ト
｣
法
案
が
六
月
十
五

日
よ
-
賓
施
n
れ
､
輸
入
税
率
の
引
上
の
も
の
八
百
八

l三

一

六
l



地

球

節

二
十
四
谷

十
種
'
引
下
げ
の
79
の
二
甘
三
十
五
種
で
陶
磁
器
の
如

き
は
従
雑
の
,社
債
枕
の
上
に
史
に
従
畳
枕
を
附
加
さ
れ

た

｡

現
行
従
侶
枠

従
叔
税
(
.)
打

ニ
ツ
キ
)

･･J
･t
I.:.5
<f
f･:
一:.
:?
･-=

品

目
州

.:.
ェ

i･1f'
;..:I.
I/
''
.i

=
､
雷

晶

我
が

皆

業

者

は

甚
大
在
る
打

撃
を
蒙

っ
た

の

で

あ

ら
.
翻

っ
て
米
岡
陶
磁
器
工
業
は

一
九

1
四
年
に
生
産

額
三
千
五
回
常
弗
､

一
九
三

一
年

一
億
百
七
十
寓
弗
の

驚
異
的
の
樹
産
を
な
し
賓
に
三
倍
の
樹
加
を

不
し
､
叉

飲
食
器
頻
を
見
る
に

一
九

一
三
年
に
二
百
八
十
八
常
弗

の
が

一
九
二
〇
年
の
好
食
気
時
代
に
四
千
九
回
六
十
六

寓
弗
で
約
十
二
倍
と
を
-
､

一
九
三

1
年
は
二
千
七
官

十
三
薗
弗
に
減
少
し
て
'
約
四
割
五
分
の
大
激
減
を
凍

し
､
生
産
能
力
の
約

五割
五
分
を
活
動
せ
L
に
過
ぎ
な

い
状
態
で
経
酒
国
難
と
を

卓
､
製
品
の
傭
格
は
益

々
昂

鵬
を
来
し
､
日
本
よ
少
低

廉
を
る
競
争
晶
に
勤
し
で
何

等
施
す
術
を
-
､
来
園
製
陶
地
､
オ
ヮ
ィ
.
ク
ー
ス
ト
'バ

ー
ヂ

一一
ア
､

ペ
ン

y
ル
ベ
ニ
ヤ
､
ユ
タ
.･,h
i
-

シ
ー
の
囲

節
三
雛

二
二
四

六二

州
は
渡
る
賃
金
低
下
は,
封
す
る
ゼ
ネ
ス
ト
は
漸
-
避
け

た
る
も
､
原
値
切
下
運
動
と
な
っ
た
が
､
日
本
品

は
陶

枕
障
壁
を
乗
越

へ
て
ビ
ル
く

と
進
出
す
る
か
ら
原
償

切
下
が
合
排
か
否
か
と
諭
講
r
uれ
る
ほ
至
っ
た
｡
日
本

晶
の
進
出
は
(
食
卓
用
及
姦
所
用
品･
の
輸
入
衷
)

令 非 ･36俳 政 和 日

計 仙 開 祖 飛 越 不

一
九
二
九
坪

田'至
芸､克
0舛

三'九八七三
宍

九〇八pO柳瀬

八雲
'宍

二

三'宍
山ハ'九売

詰
0'豊
水

蒜
､安
心､急
ニ

-i
九
三
.1
年

1'究
O.望
0紳

1､四O仙'至
〇

三七四'ニ10

ニ
岩
'
犬山〓

]'一蒜
四
㌧

三
石

二

八七
､栗
ロ

宏'空
七
'芭
0

一
九
三
二
年

1'蒜
温､10れ邦

入山芯
､三先
.

二
二.O､望
八

10凹'竺
三

八四四'重
工

芯
ニ'票
二

三
､芸
四'竜
三

石
衣
で
見
る
ほ
常
に
第

一
位
を
確
保
し
t

lー九
二
九

年
に
四
百
五
十
二
寓
弗
よ
わ
一
九
三
二
年
に
は
百
十
四

寓
弗
の
不
振
と
な
っ
た
が
親
衛
に
勤
し
三
割
八
分
よ
カ

四
割

へ
と
二
分
の
糖
進
を
示
し
､
第
二
位
の
狗
逸
品
は

三
宮
九
十
八
粛
弗
よ
わ
八
十
六
寓
弗

へ
と
大
減
少
を
致

し
'
二
割
七
分
よ
-
二
割

へ
と
渉
ち
､
共
闘
晶
は
三
百

七
十
八
笛
開
聞
-
-
九
十
九
寓
弗

へ
と
噛
落
し
二
割
七
分



よ
-
二
割

7
分

へ
と
減
じ
､
H
本
品
を
除

い
ね
他
聞
晶

は
輸
入
割
合
が
恵
-
な
っ
て
嫌
た
｡

光
岡
政
府
は
囲
内
産
業
の
快
復
を
促
進
し
公
正
在
る

競
辞
を
助
成
す
る
目
的
を
以
て

-1
九
三
三
年
六
月
は
米

開
産
業
復
興
法
が
布
か
れ
カ
､
fJ
れ
は
極
端
な
産
業
統

制
法
で
あ
っ
て
産
業
の
蒋
鮎
復
興
を
行
は
ん
と
す
る
も

の
で
米
問
の
被
僻
者
階
級
を
味
方
に

一
大
復
興
(N
A
R
)

運
動
が
始
め
ら
れ
う
そ
の
初
歩
と
し
て
現
行
の
育
驚
運

動
と
な
み

一
般
的
産
業
統
制
法
典
が

(
同
年
七
月
二
十

五
日
)
制
定
さ
れ
た
が
､
政
府
は
内
容
に
親
し
で
各
産

業
圃
鰭
に
起
草
せ
し
め
た
る
に
日
本
品
に
勤
し
で
特
に

開
枕
引
上
'
附
加
税
の
賦
課
'
輸
入
制
限
に
関
す
る
非

常
手
段
を
通
用
せ
ん
と
し
た
故
間
際
上
不
穏
常
と
私
め

コ

ー
ド
食
に
附
す
る
こ
と
に
し
た
際
来
園
陶
業
者
は
日

本

品
が
光

岡
品
を
如
何
に
魔
迫
し
て
ゐ
る
か
む
統
計
上

よ
か
指
摘
し
t
か
～
る
低
廉
で
は
如
何
に
現
行
率
の
五

割
ま
で
引
上
て
7?防

止
の
目
的
に
蓮
し
な

い
と
挽
呈

告

を
云

へ
み
｡

1
九
三
二
年
1
月
-
凹
八

磁

抑

陶

推

日
本
よ
り
賦
人

打0
'
二

六

九

州

打
〇
三

二
0
畑

日
本
輪
川
陶
枇
粋
の
劫
向

外
問
よ
-
職
人

1
九
三
三
舛
-
刀
-
四
月

日
本
よ
り
瞬
人

外
閑
よ
り
輸
入

〃
一
t的
0
0

位

離

村
O
p
一
九
C)抑

村
t
.三
五
〇

打
0
､九
三
〇

_和

沖

村
O
t二
t
弗

打
〇
㌧八
三

日
本
為
替
益
々
低
落
し
ね
た
め
､
輸
入
に
拍
車
を
か

け
､

.L
九
三
三
年
に
千
四
十
四
常
例
で
前
年
に
比
べ
て

四
百
苗
圃
の
相
加
､

一
九
三

<l
年
に
比
べ
三

二
官
八

十

一
歯
閲
の
増
加
と
な
っ
て
米
問
陶
業
者
と
し

て新
色
無

か
ら
し
め
､
来
園
政
府
は
徹
底
的
は
日
本
商

晶
の
輸
入

禁
止
怯
む
制
定
せ
ん
と
し
､
米
閥
産
業
界
は

｢
日
本
に

放
け
る
低
廉
鼻
側
と
巧
妙
な
る
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
政
策

に
ょ
る
米
周

へ
の
鮭
酒
的
偉
容
は
既
に
罫
三
､
.ル
大
洗

帽
に
よ
っ
て
断
行
さ
れ
た
鋼
枕
引
上
の
み
で
到
底

防
止

し
得
ず
i
JL
t
今
回
社
債
枕
を
生
産
原
慨
の
ド
ル
債
模

準
と
な
す
べ
し
｣
の
案
を
出
し
'
日
本
安
倍
輸
入
品
に

封
し
｢
不
正
競
帝
｣
｢
ダ
ン
ピ
ン
グ
｣
と

い
以
産
業
復
興
蔭

第
三
保
の
轍
入
制

裁
の
修
文
の
下
に
保
護
を
陳
情
L
t

大
統
領
も
之
を
受
理
L
t
披
打
式
に
苛
酷
を
禁
止
的
手

段
が
採
ら
れ
る
仰
向
と
在
っ
た
､
此
ほ
於
で
早
-
も
緩

和
封
策
と
な
り
'
日
本
陶
磁
器
聯
各
組
倉
は
北
開
輸
出

二
壷

六

三



地

球

節

二
十
四
谷

標
格
統
制
の
手
段
と
在
っ
て
競
争
漁
も
激
甚
で
来
園
陶

業
者
が
脅
威
し
て
ゐ
る
左
の
八
種
目
の
敢
低
値
段
を
決

定
し
て
p

一
九
三
三
年
十

一
月

一
=
ほ
統
制
L
t

一
九

三
四
年

一
月

一
=
史
は
慣
格
三
割
方
引
立
資
施
し
､
荷

五
月

1
日
よ
旦

1+
二
品
日
を
追
加
し
目
下
統
制
賓
施

中
で
あ
る
｡

八
種
目
及
二
十
二
品
日
は
左
の
裳
の
如
し
0

統

制

品

①

オ
ー
バ
イ
ト
碗
J

(
テ
､
サ
イ
ズ
)

㊤

〃

③

セ
ン

ト
デ
ニ

ス
(
中
正
)

①

〃

①

〝

(
大
玉
)

◎

〃

⑦
グ

リ

ル
プ
レ

ー
ト

上
口

(
成
上

軸
付
)

㊥

〃
北
口
(臆
上

軸
ナシ
)

‖
M

n

H

日

蝕
地

f
p

t.付
目川

日
加
…地

苅
付
晶

白

銀
地

軸
付
晶

防

人

又

牡
付

〃･

制大
一 九 〇 八 〇 八 低歯
〇 〇 〇 五 〇 五 段統

朗

榊汲
九 七 八 六 八 六 伯低
〇 〇 三 八 川 九 段祁

鎖 統

鱗
三
択

三
六

〃

混
合

シ

ri
ガ
-
ク
リ

ー
マ
l

八
吋
牛

血

九
吋

ス

ープ
皿

誠
叫

フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
サ
ー

六
叶
オ
ー
ト
､､､
ル

八
吋
や
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル

ト
七
ピ
ー
ス
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト

ト
七
ピ
ー
ス
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト

I/机 //I/〟 ''打 糾 〝

九 六 五 五 四 三 一 二 yJ二
二 〇 八 七 一 三丘 五 一･五

七 E.三 四 三 一⊂)-･九
ニ 〇 八 八 五 iJ£〇 五 五

三
六

〇

三
二

三

二八
〇

二
讐

ニ

来

園

向

抽

出

統

制

追

加

晶
二
十
二
種

(
主
在
る

79
の

J
み
を
掲
げ
る
｡)

統
制

品
田

土
瓶
二
人Ⅵ

単

位

桝
舶
鮒
叔

叔
蒜
亜
段

打

一
〇
誠

錦

七

.i

輸
入
品

マ
ー
キ
ン

グ
に
陶
し
開
枕
絵
堅

ニ
〇
四
僕
に

規
定
し
て
公
布
し
て
ゐ
る
が
､
金
輸
入
品
に
之
を
賓
施

し
､使
用
文
字
-
英
文
字
､
方
法
-
マ
ー
ク
ス
タ
ン
プ
､

プ
ラ
ン
ト
又
は
レ
ッ
テ
ル
を
附
し
著
名
都
市
在
る
時
は

囲
名
に
代
る
'
時
期
-
抽
入
の
時
0

未
開
向
本
邦
晶
は
輸
出
統
制
成
就
し
た
結
果
､
米
閥

に
於
で
本
邦
晶
の
市
場
の
胤
調
子
が
給
与
晶
質
向
上
と

な
み
益
々
名
轟
を
あ
げ
販
路
購
張
は
導
き
且
つ
不
平
も

蝕
み
聞
え
を
-
在
っ
た
｡

敢
近
四
ヶ
年
の
陶
磁
器
の
活
躍
は
左
の
如
し
｡(通
商

局
聴
衆
)



九 九 九
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-一 一､一■-I
陶磁 陶磁陶磁
耕蹄 非雑器林

机7

爪
1-､

三

'
五

八
七

千

打

て
〇
六
〇

三
､七
一
八

1
'二
川
八

四
㌧九
六
〇

二
㌧三
四
三

州
叫

山
･汀

一
､
四

灼

六

千

兆

五
三
九

八
二
九

二二
四

1
'
二
六
九

六
八
二

九
.･･I
･･:･.:罷

',T
･::I.
二

‥..:;
･:.烹

取
引
状
況

日
本
の
陶
磁
器
の
輸

入
取
引
状
況
を
見

る
ほ
之
を
桑
港
､
組
育
､
市
俄
育
､
ニ
ュー
オ
ル
レ
ア
ン

地
方
融
四
大
別
ほ
し
で
考
ふ
る
に

秦
港
地
方
は
輸
入
品
の
中
敷
は
森
村
組
に
よ
っ
て
覆

さ
れ
'
他
は

一
般
業
者
に
よ
っ
て
な

さ
れ
'
問
示
す
る

と
次
の
如
-
で
あ
る
｡

卸

弟

軍

門

日

小
繋
I
滑
教
務

E

i

日
本
晶
は
中
等
以
下
の
デ
ソ
ナ
ー
セ
ッ
ト
を
初
と
し

茶
呑
み
p
茶
瓶
其
他
日
用
品
花
瓶

を
主
と
L
t
食
器
は

主
と
し
て
セ
ッ
ト
又
打
､
装
飾
晶
は
ピ
ー
ス
(
個
)
を
単

位
と
し
樺
準
物
は
種
板

用途
千
差
蘭
別
で
あ
る
か
ら
定

日
本
職
出
的
磁
界
の
劫
向

つ
ね
物
は
夜

レ
0

組
育
地
方
は
金
岡
の
五
割
の
抽
入
で
あ
っ
て
取
引
は

米
囲
輸
入
業
者
特
約

一
手
販
翼
で
あ
っ
て
兼
閣
商
人
に

開
放
販
巽
で
あ
る
｡

畢
位
は
打
､
餅
､
寄
'
組
､
箱
で
楼
準
物

LL
定
せ
ず
､

し
か
し
食
器
用
品
は
普
通
十
二
人
前
腎

官
僚
揃

へ
L
と

云
払

一
組
と
覆
し
呼
値
む
建
て
る
..
市
俄
育
地
方
の
輸

入
状
況
は

シ
カ
ゴ
輸
入
専
業
草

-
卸
業
者
-
小
東
栄
-

滑
費
者

で
単
位
は
同

一
で
在
-
グ

ロ

ー
子
の
軍
政
が

最
79
多

い
､
慮
準
物
は
な

い
｡
替
地
は
大
陸
の
中
央
部
に
あ
る

故

シ
ャ
ト
ル
､
ク

マ
コ
､
桑
港
'
紐
育
､

パ
ル
チ
モ
ア

等
で
陸
揚
後
地
道
で
運
ば
れ
る
｡

(
a
)
加

奈

陀

加
奈
陀
は
我
図
に
対
し
多
年
大
出
遊
園
で

一
九
三
三

年
に
は
我
が
閥
は
楠
田
大
官
五
十
八
簡
閲
､
輸
入
四
千

六
百
八
十
九
苗
圃
で
約

一
封
七
の
縄
封
入
超
を

不
し
､

1
九
三
五
年
に
は
三
ケ
月
間
で
既
は

一
封

一
〇
の
割
合

で
あ
る
｡
カ
ナ
ダ
が
賓
施
せ
る
為
替
タ
ン
ビ

ン
穂
並
屡

7
≡

心

六
五



地

球

賂
二
十
四
番

々
輔
取
引
上
等
暴
戻
在
る
公
定
相
場
制
度
は
本
邦
封
加

奈
陀
抽
出
を
金
-
激
減
さ
せ
る
特
典
に
惰
っ
た
た
め
は

年
々
輸
出
額
は
樽
落
し
て
ゐ
る
｡

加
奈
陀
陶
磁
工
業
は
見
る
べ
き
も
の
夜
-
主
在
る
工

場
は
S
t.J
oh
n
s
(
ir
九
,7
3
7茎
)
H
a
mi
tto
n
(

斗

y

j

>

主
と
し

､
陶
磁
器
類
は
安
物
の
湯
呑
み
､
蜘
排
碗
瓶
粗

恋
の
陶
器
或
は
高
魔
碍
子
等
で
生
産
は

-1
九
三
二
年
に

は
二
十
五
寓
弗
で
あ
る

(他
に
十
三
ば
か
ら
小
工
場
あ

わ
)
｡

従
っ
て
食
器
類
は
外
囲
よ
わ
供
給
さ
れ
る
の
で

加
奈

陀
市
場
の
各
闘
統
率
状
態
は

)
九
二
1
年

1
九
二
三
和

1
九
二
五
年

1
九
二
六
年

英
凶

ニ'驚
二
三
六抑
ニ'ニ01.票
五郎
二.宅
四､混ニ
l加
ニ'宍
温'0長
袖

致
剖

1'∧毛

筆

'

空
爪

先
､凹空

言
1'ニ
三

価

幽

蒜
雫
空
1

三
耽.(ここ

石
丸'三荒

石
IPI天
二

獅
逸

〓
'阿美

六
㌧0忌

童
九'空
0

害
毒
も0四九

日
本

空
也､萎
1

天
六'二
三

ニ0
混'
二
言

二望
tOO二

日
本
商
品
は
格
安
に
於

で猫
逸
'
致
窮
と
替
っ
た
が

晶
質
稗
劣
る
の
と
意
匠
拙

さ故
大
戦
後
の
成
績
は
前
衷

鮮
三
択

]三八

六
六

の
如
-
次
窮
に
市
場
よ
少
迫
ほ
れ
た
態
で
あ
る
｡
即
ち

日
'
英
は
共
に
減
少
を
ボ
し
件
に
田
本
は
半
減
の
惨
さ

で
あ
る
に
此
べ
俳
問
は

一
割
'
致
額
は
四
十
五
倍
猟
泡

は
三
十
倍
の
槍
進
で
新
興
工
業
の
面
目
を
躍
進
し
た
る

が
､

一
九
二
九
年
後
は
逐
年
伶
人
額
逸
躍
､
こ

れ
は
不

発
衆
の
深
刻
な
る
所
以
で
五
年
間
に
四
割
以
上

の
激
減

を
な
し
､
英
問
を
除
-
他
の
欧
洲
諸
岡
は
市
場
よ
少
舶

逐
さ
れ
憐
復
の
見
込
が
立
た
な

い
下
足
は

1
九
三
〇
年

の
闘
枕
改
正
､
食
客
不
利
は
基
-
も
の
と
E
心
は
れ
る
､

rJ
の
関
税
改
正
が
共
闘
鮭
漁
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
品
に
封

す
る
極
報
在
る
魔
迫
を
な
し
て
日
本
品
抽
入
防
止
を
表

示
す
｡

日

本
品
､
共

闘
品

の
差
別
的
課
税

は
次

表
で
明
白
で

特
に

食
器
粗
の

如

き
共
闘
品
の
み

特
恵

税
率
を

設
け

た
｡松

藤

二

八

四

二
八
五

>
'=

E

.･.･;
f
･‥
_i
..:
:;･
･

.

･｣
::･･

陶
土
狼

モ
ザ
イ
ク

〃

タ
イ
ル

.

三 裸El
J 相木

完割糾

_ 諒英
-二 相ri.～
五 割率坤

? 枕 臼
･七 蓮英
五 割車軸

二
㌧七
五

二
､0

0
㌧七
五



二
八
六

鞘
頚

誠

〝

三
,C

こ
'
･6
.

0
､
九

二
八
七

隷

難

破
芸

‖
･･..

〃

三
,
光

軸
税

三
五

二
八
八

的
粘

詣

詣

)

三
,
五

二
'
五

一
㌧
〇

･･.れ
;:

.欄

.I

.li･漕

..･;.(

....:..-I:,

f
･･･J･:‥

･,
I
:
･

･.
I;,

七
四
三

磁
耕
(
鎚
加

.H
用
)

二
'
0

1

'
五

〇
'
五

叉
英

加
通
商
協
定
を

な
し
､
英
本
間
よ
少
金
輸
入
の

四
割
ま
で
特
恵
関
税
を
課
し
'】
史
は
見
積
年
額
入
貢
尚

弗
に
蓮
す
る
品
目
を
無
税
と
し
た
｡
日
本
品
は
此
等
の

差
別
的
の
閥
枕
壁
を
乗
-
越
え
為
替
安
の
援
助
の
下
に

加
奈
陀
市
場
に
猛
烈
に
進
出
し
､
蓮
に
共
闘
晶
と
日
本

品
と
が
市
場
を
二
分
し
た
状
態
に
な
っ
た
､
そ
の
成
績

は
次
の
敦
で
明
白
と
在
る
C
(
食
器
用
晶
輸
入
麦
)

毒

元
年

完
三〇年

]<
喜
祥

一九
重
中

毒
三
年

恥

邦

弗

弗

神

目
本

gEiOOt九
聖

二究
三
三

元
即
'八L'a

蔓
右
tOiE1

萎
≡
'八八
六

英
閥

ニ
'天
六'二
〇八
二
'塁
ハ､
竺
Z
二
三

八
､
二
三

コ
六
〇
.二
芸

ニ
tO
浩
'真
二

北
..他

1､三
党
､
二ハ
1
1
0
蒜
'三先

巴
三
､宕
1

去
れ
'0冨

一〇
〇
'望
〇

分
計

四
'望
1
.空
1
三
'八
八
T.先
王
三

､
三
八
'孟
訂二
lr八
六六
'三
0
1二
l'空
九
'
0
空

日
本
品

は
線
輸
入
額
の
1
割
三
分
に
夜
ム
第
二
位
を

占
め
､
英
問
晶
は
七
割

一
分
で
そ
の
開
き
が
大

dTJい
｡

日
本
聯
川
陶
磁
群
の
動
向

J:
本
よ
～,l抽
入
ru
れ
る
陶
磁
器
は
高
級
晶
は
放
て
は

英
閲
晶
に
比
べ
て
何
等
遜
色
は
無

い
が
､
中
流
以
,下
の

安
物
は
を
の
種

頻
の
多
き
乙
と
各

間
中
第

一
位
を
占
め

債
の
安
さ
rJ
と
到
底
他

聞
の
追
随
を
許
n
な
い
'
英
囲

晶
は
上
流
向
の
晶
物
が
多
い
｡

取
引
状
況

内
地
に
本
店
を
有
す
る
輸
入
商
の
手
で

生
産
地
の
買
付
代
珊
店
を
通
じ
て
直
接
輸
入
さ
れ
､
輸

入
業
者
は
卸
商
む
も
兼
ね
寓
ち
ほ
滑
発
着

へ
と
渡
し
､

仲
間
の
商
人
が
無

い
｡

革
位
は
食
器
瓶

(
皿
カ
ッ
プ
､

ソ
ー
サ

ー
)
は
打
､

(
デ

ソ
ナ

ー
セ
ッ
ト
､
チ
-
セ
ッ
ト
)
は
組
'茶
碗
東
宮
鰭

一

揃
､
便
器

､
洗
面
器
は

一歯
等
を
用
ひ
標
準
物
は
無
い
｡

七
､
英
領
印
度
禎
新
郎

(
メ
)英

領

印

度

貿
易
状
況

･英
領
印
鑑
は
面
積
四
宵
六
十
七
醇
方
粁

三
億
五
千
野
人
を
包
宿
す
る
庶
大
在
農
業
周
で
あ
る
､

従
で
貿
易
も
農
産
物
の
小
変
'綿
花
､黄
施
､
種
子
等
を

主
な
輸
出
品
と
し
､
工
業
品
は
外
囲
よ
少
輸
入
し
て
ゐ

LN｡
｡
日
本
と
の
貿
易
は
大
我
に
依
-
欧
洲
晶
の
輸
入
杜

二
元

六七



地

裁

妨

二
十
四
懸

絶
し
た
た
め
印
鑑
関
内
に
工
業
が
急
激
に
発
達
し
カ
が

問
充
分
で
在
-
､
日
本
が
唯

一
の
供
給
閥
で
貿
易
租
も

飛
躍
t
､
日
本
よ
-
抽
出
は
戦
前
二

九

一
三
)
に
六
十

二
常
ル
ビ
ー
で
戦
後
(
一
九
二
〇
)に
は
官
八
十
四
寓

ル

rri)I-
は

な
-
約
三
倍
の
増
加
を
見
ね
が
'
英
問
は
戦
前

印
度
貿
易
の
六
〇
%
を
占
め
で
み
ね
が
大
我
に
ょ
-
地

盤
を
失
以
そ
の
侠
復
の
た
め
は
努
力
し
､
亦
他
問
も
戦

後
工
業
の
復
興
に
ょ
-
'
印
度
は
欧
洲
晶
の
洪
水
で
本

邦
の
輸
出
も

一
仲

.i
混
在
少
し
が

11
九
二
五
年
三
宵
四

十
八
菌
ル
ビ
｣
と
在
っ
て
黄
金
時
代
を
口重
し
､

一
九
三

〇
年
世
非

的
不
景
気
に
よ
わ
急
に
萎
縮
､

山
九
三

一
年

草

ハ
十
七
常
ル
ピ
ー
に
輯
落
し
､

一
九
三

.1
年
に
は
英

麟
金
本
位
停
止
､
傍
下
群
の
た
め
や
J
復
活
し
､

一
九

三
二
年
.
三
百
十
五
寓

ル
ビ
ー
に
槍
加
し
英
問
を
し
て

紀
か
し
め
た
｡
英
図
は
オ
ク
ヮ
協
定
に
ま
わ
口
本
晶
の

防
遇
兼
を
立
て
共
晶
の
み
の
特
恵
率
を
設
け
て
貿
易
の

進
展
を
計
わ
し
が
日
本
晶
の
進
出
著
し
-
印
度
は
常
に

邦
貨
で
約

-1
億
園
の
出
超
で
あ
っ
た
が
､
蓬
に
輸
入
三

億
九
十
三
常
例
締
出

.t
億
九
千
苗
圃
差
引
､
七
千
宵
六

鱒
二
雛

こ
き

六
八

十
三
苗
圃
の
入
超
と
を
-
日
本

へ
の
原
料
供
給
問
が
本

邦
晶
の
版
褒
市
場
と
逆
晒
し
英
問
は
脅
威
の
飴
-

｢
ダ

ン
ピ
ン
防
止
｣
の
名
を
寿
-
て

1
九
三
三
年
四
月
十
五

日
産
業
保
護
法
制
定
と
同
時
は
施
行
に
障
審
あ
る
過
去

三
十
年
の
歴
史
あ
る
日
印
通
商
を
魔
来
し
十
月
十
日
限

-
失
効
す
べ
き
旨
を
聴
乗
せ
み
､
日
印
骨
商
と
夜
-
同

年
九
月
よ
少
印
度

,b
ム
ラ
ほ
於
で
日
印
､

日
英
､
両
政

府
､
民
間
代
表
の
骨
商
が
開
か
れ
カ
｡

需
供
状
況

印
度
の
士
人
は
爪
､
茶
碗
に
至
る
ま
で

鼻
輪
を
用
以
ね
が
欧
洲
大
戦
に
ょ
-
歓
洲
よ
-
の
輸
入

杜
絶
の
た
め
は
陶
磁
器
の
需
要
埼
進

を
華
L
t

一
九
二

1i
年
に
八
十
三
苗
圃
が

.i
九
二
六
年
に
三
宵
九
十
三
常

闇
､

一
九
二
九
年
に
は
二
甘
五
十
五
苗
圃
と
な
-
一
九

三

一
年
に
は
百
三
十
九
苗
圃
に
下
落
し
､

一
九
三
二
年

に
は
三
百
四
十
六
苗
圃
と
覇
び
好
調
に
な
り
飛
躍
を
つ

iJ
け
て
ゐ
た
が
､

-i
九
三
三
年
陶
枕
改
正
案
を
賓
施
し

た
故

､
日
印
骨

商
と
な
ら
雅
貨
の
閥
耽
む
如
何
に
定
む

べ
き
や
ほ
督
カ
､
日
本
政
雁
は
簡
革
に
印
度
の
希
望
し

た
る
従
慨
枕
を
従
最
枕
と
な
す
乙
と
は
同
山止
し
た
が
を



印 度 改 正 税 率 一 男 衷

訓と払l171名新総兇枚1933,12.23改lli-qr諸.ギさ混晶l邸 .1934,2.15

倭)伽排碗Jl】L 07オンス
(¥1.17) ①7i-ンス(二五以下

①20オンス以上 RPS 3-0-0

◎10オンス以下 RPS0-12-0
(.-食中土瓶) (¥0.936)

(C!)砂糖入 RPS 1-8-0(Yp1.872)･- 秤 RⅠ}S 0-12-0(¥0.936)

(昏乱 入 RPS 0-12-0(¥0.936) ①10オン ス以上①10オンス以下 RPS0-12-0(¥0.936)絶 伺 305'i

肇
各
般
は
勤
し
特
は
本
邦
の
狗
特
晶
光
る
陶
磁
栗

(
非
類
)
に
勤
し
高
率
在
る
納
税
を
制
す
る
に
薫
っ

た
.
改
正
踊
税
率
は
上
表
の
如
-
で
あ
る
｡

骨
商
二
年
三
ケ
月
を
悲
し
で
綿
布
糸
に
眼

力
固

湖
の
解
決
に
見
え
ね
が
九
千
常
園
の
郵
貨
は
死
滅

に
導

い
た
姑
基
に
終
つ
ね
｡

一
皮
親
株
引
立
教
嚢

n
れ
る
や
'
印
度
取
引
は
大
混
乱
に
階
み
横
田
中

止
'
取
滑
し
'
新
注
文
像
無
と

い
ふ
惨
状
と
在
っ

た

o
徹
っ
て
共
闘
政
府
は
園
内
産
業
保
護
と
見
せ
て

ゐ
る
が
印
度
陶
磁
器
工
業
は
､
甲
谷
陀
の
ベ
ン
ガ

ル
陶
磁
器
製
作
所
､
グ
ワ

リ
ィ
オ
の
ダ
ブ
リ
ィ
オ
陶

器
株
式
食
酢
で
電
束
具
､

人
形
､
玩
具
､
タ
イ
ル
､

Jr･h
lr

､
高
級
家
庭
用
器
具
を
製
造
し
て
ゐ
る
ほ
過

ず
外
囲
よ
か
輸
入
す
る
街
に
封
し
僅
か
に
生
産
額

七
%
は
及
ば
な

い
'
賓
は
英
本
圃
は
多
年
印
度

へ

の
潜
時
ね
L/
日
本
金
輸
出
埜
止
前
の
市
債
に
回
復
す
る

こ
と
を
私
的
令
兄
に
於

で
約
し
光
る
ほ
英
印
政
府

は

口
約
を
触
親
し
で

-i
月
末
に
改
正
税
率
に
洩
れ
た
る
新

日
本
輪
L.
陶
磁
群
の
動
向

土
瓶
､
砂
糖
入
､
乱
入
､

コ
ー
ヒ
ー
碗
皿
､
肉
皿
'

ス

ー
プ
皿
を
供
給
し
て
ゐ
た
が
日
本
品
俊
罫
の
た
め
､
そ

の
打
撃
を
蒙
る
乙
と
甚
大
で
'
市
場
の
復
活
の
た
め
オ

孟
l

六
九



地

球

節
二
十
円
沓

ク
ヮ
協
定
も
無
観
心
で
英
間
の
有
利
夜
前
記
の
土
瓶

コ

ー
ヒ
ー
碗

ス
ー
プ
皿
等
の
み
を
計
上
し
て
ゐ
る
が
印
度

に
は
此
等
の
物
を
製
す
る
工
場
は
無

い
｡
閥
枕
改
正
施

行
薗
時
は
二
､
五
割
よ
-
三
割
と
な
み
現
在
は
妃
に
三

十
割
ま
で
引
上
を
行
っ
た
｡
英
問
晶
は
高
級
晶
並
び
に

硬
質
陶
器
皿
頬
は
勤
し
本
邦
晶
は
磁
器
~
カ
ッ
プ
ポ
ー

ル
類
等
で
そ
の
後
漸
-
落
ち
着
お
見
せ
で
よ
ゎ
本
邦
晶

の
カ
ッ
プ
､

タ
イ
セ
ッ
ト
瓶
の
如
き
需
要
甚
だ
槍
加
し

焼
殺
の
見
込
み
十
分
あ
-
｡
印
度

に
放
け
る
市
場
の
償

格
の
差
を
見
る
ほ

炎
幽
槻
木
卸
伯

日
本
硯
加
卸
偶

発

節
三
班

童
一

七

〇

カ
ル
カ
ッ
タ
地
方
で
最
も
多
-
需
要
さ
れ
る
も
の
は

二
三
立
菊
ク
ロ
バ
ー
の
外
に
湯
春
､

ミ
ン
ト
ン
､
腰
捻

其
他
仰
向
焼
各
種
及
薄
聯
等
で

田

晶
で
自
無
地
玉
食
で

四

-

蘭

≡
.
四
､
五
各

取
各

で
四
･

!Jj一二 安
cIl~あ

る
｡
土
瓶
類
は
日
本

開
晶
は
白
無
地
玉
谷

_Jー
/(ヽI;L･
l

-:- ::-_
三 三R'j)j f;捌
〇
､
三

六
)
栗
色
五

に
此

: :Jlt
)
栗
色
土
瓶

べ
て
英

rrll
･).Jlt
地

.′一･一､
Jllトトトト

叶プ吋
肉J此 ス

pLi;.

安

蜘

瑠

安

脚

餅

蜜

柑

ニ
I

…
(
約
7)1'
望

)
ニ
I

八
L'
約

三
､
三

)
O
-

阿
(約

0
.
≡

)

ニー

三
(〟
)

ニ⊥

ハハエ'柴
)

0-
宍
0'宅
)

肉
皿
は
六
安
の
差
で
あ
る
故
競
額
田
難
在
る
も
蜘
排

碗
類
は

(
英

樹
)

(
日

本
)

S;e

安

吋

脚

韻

脱

臼
加
地
十
舛
碗
肌

的
-

八

､
的
.Iy

二
〇
)

1
-

〓
(
二

四

〇
)

ル
リ
ブ
チ
二
五
扮
解

れ
I
O
(
一
二
二
三
)

.I-
It
二
(二
､八
〇
)

開
き
僻
が
大
き

い
か
ら
虎
仰要
は
充
分
で
あ
る
0

甜

安

臓

食
入

-

○

(
九

､

九
八
)
で
あ
っ
て

一
般
は
白
色
よ
か
も

色
物
も
ヤ
ヂ
ヨ
リ

カ
を
多
く
要
求
し
て
ゐ
る
戒
で
あ
る
｡

取
引
状
況

専
門
輸
入
商
夜
-
郷
貨
兼
業
で
あ
る
か

ら
直
接
取
引
夜
-
大
量
商
品
は
特
約
店
を
奥
約
し

一
手

坂
東
を
覆
す
｡
ボ
ン
ベ
-
波
節

一
で
金
輸
入
の
四
割
を

占
め
､
ラ
ン
グ
ー
ン
(
硬
質
陶
器
)
三
割
'
甲
谷
陀

(
カ

ッ
プ
'

ソ
ー
サ

ー
､
ポ
ー
ル
)
等
を
陸
上
す
｡

人
口
)
セ

イ

ロ

ン

島

セ
イ

ロ
ン
島
に
抽
入
n
れ
ね
陶
磁
器
は

(
磁
界
)

悶猟ロ

1
九
三
三
年

l
九
三
四
年
二
月
I
l〇
月
)

二
〇
'七
〇
五
血抑此

三
二

七
七

1
七
六
へ五
七
三

]
四
､
二
八
九
剖
比

均
'六
]
1

二
六
〇
'五
五
九



粗
計

へ陶
推
)

#nU.
弼利日

二
〇
二
'七
〇
凹

】
九
三
三
年

1
七
八
㌧六
二
三
松
比

四
三
'〇
八
五

三
㌧七
六
〇

北
.
4
1
八

三
〇
､二
五
八

組
計

二
七
三㌧九
八
五

一
九
三
二
年

t
四
五
'四
八
四
田
山

三
八
'〇
〇
六

二
〇
五
二

六
､六
三
1

三
〇
'六
1
四

二
五'三
五
八

.I
九
三
三
年
に
は
磁
器
輸
入
は
日
本
第

一
位
で
約
八

割
を
占
め
'
陶
器
は
英
陶
に
次

い
で
第
二
位
で

3
割

1

分
は
常
っ
て
ゐ
る
｡

T
九
三
四
年
で
は
前
年
は
比
べ
て
磁
器
は
八
薗
四
千

留
此
増
加
し
約
九
割
を
占
め
殖
封
優
勢
で
あ
る
.

(
〟
)
ペ

ル

シ

ャ

.l
九
二
二
-

一
九
三
三
年
陶
磁
器
輸
入
朝
倉
は

日弼 妹

本 姓 榔l

マン

リア
ル

1
四
九
､七
八

九

t
r五
九
六
､二
四

五

L
七
二

七
〇

]
六
､二
七
九

三
九
三
二
九
六

ニ
〇
六
'五
二
六

(
言

霊

州
諾

這
)

日
本
は
節
三
位
で
進
出
の
飴
地
が
十
分
あ
る
｡

日
本
斡
H
陶
磁
群
の
励
向

八
､
南

洋

部

(
イ
)蘭

萌

印

度

貿
易
状
況

蘭
箇
印
度
は
面
積

一
九
C
南
方
粁
日
本

全
土
の
三
倍
顔
に
常
る
豊
健
の
土
地
で
人
口
六
千
常
人

以
上
に
及
び
爪
瞳
は
そ
の
内
七
割
を
抱
合
す
る
網
密
を

島
で
あ
る
｡
支
那
人
八
十
寓
､
欧
洲
人
十
七
寓
､
日
本

人
五
常
人
で
他
は
士
人
で
あ
る
｡
砂
糖
､

コ
プ
ラ
､
胡

棟
は
世
界
第

一
､
煙
草
､
ゴ
ム
は
第
二
で
世
界
有
数
を

農
産
林
産
鋸
産
に
富
む
原
料
固
で
あ
る
か
ら
､
之
等
を

輸
出
し
'
工
産
物
は
外
囲
よ
-
輸
入
を
仰

い
で
ゐ
る
｡

封
外
貿
易
は
欧
洲
大
我
が
貿
易
の

1
大
鼻
化
を
来
し

戟
前
(
一
九

一
三
)
に
紙
額
十
億
五
千
寓
盾
が
戦
後

(
一

九
二
〇
)
に
三
十
億
三
千
四
宵
常
盾
と
在
を
約
三
倍
と

な
っ
た
が
鹿
産
物
の
下
落
で
促
刻
在
る
不
景
気
の
た
め

一
九
三

一
年
は
十
億
二
千
九
宵
常
盾
に
下
落
し
哉
前
よ

-1
二
二
'
九
%
増
加
す
れ
ど
も

1
九
二
〇
に
比
べ
三

二

〇
%
の
減
少
で
あ
る
｡

日
本
と
の
貿
易
は
明
治
年
代
の
∵後
車
か
ら
飴
9
{
-,>
､

明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
に
日
蘭
通
商
航
海
確
約
が
締

二
重

七

山



地

球

解
二
十
四
魯

粧
さ
れ
貿
易
は
逐
年
増
進
し
､
大
正
二
年
(
1
九
.i
三
)

は
四
千
歯
ゼ
ル
タ
ー
､
大
正
三
年
は
爪
畦
の
苗
圃
博
腰

骨
に
出
=州
し
た
日

本
商
品
は
歓
洲
大
我
の
た
め
欧
洲
晶

の
出
場
夜
-

一
人
療
養
と
な
カ
､
梶
-
士
人
の
頭
脳
に

日
本
晶
は
優
良
で
あ
る
と

い
ふ
串
を
紹
介
す
る
好
機
骨

と
意
力
､
又
常
時
日
本
品
以
外
欧
洲
よ
-T
物
資
の
供
給

不
可
能
で
日
蘭
貿
易
は
非
常
を
勢
ひ
で
磯
属
し
た
｡

需
給
状
況

陶
磁
器
工
業
は
原
料
粗
藩
の
た
め
敬
蓬

す
る
見
込
が
少
-
､
外
囲
か
ら
供
給
を
受
け
て
ゐ
る
｡

欧
洲
大
敬
後
特
に
日
本
陶
磁
器
は
爪
畦
を
中
心
と
し
て

年
々
進
出
増
加
し
､
狗
逸
敦
窮
の
二
間
79
戦
後
工
業
復

興
と
共
盗

別
辞
の
位
置
は
立
ち
た
れ
ど
79
.品
質
の
租
憩

と
日
本
の
地
盤
が
確
貸
在
の
で
蓬
に
中
止
し
た
た
め
日

本
の
陶
磁
器
が
自
然
と
市
場
を
晦
占
せ
少
｡
然
る
は
日

本
商
品
に
統
制
無
さ
た
め
邦
商
の
同
志
打
ち
と
夜
カ
､

低
下
競
寧
が
行
は
れ
従
っ
て
品
質
下
落
し
そ
の
粘
英
支

那
商
の
投
裏
と
在
っ
て
益
々
不
況
に
導
き
､
次
で
酒
商

事
鍵
と
在
っ
て
全
-
版
路
壮
絶
し
､

l
方
支
部
商
は
H

貨
排
斥
運
動
を
覆
し
､
自
縄
自
縛
に
屑
-
､
本
邦
晶
は

欝
三
雛

二

品

七
二

滞
貨
し
､.
洗
刻
在
る
苦
境
に
立
ち
至
っ
た
､
蘭
商
は
日

貨
排
斥
運
動
終
櫨
後
仲
間
支
那
商
を
綴
る
を
廃
し
t
､直

接
日
本
よ
さ
輸
入
と
嘩
少
し
が
関
内
の
ゴ
ム
､
砂
糖
の

低
下
の
た
め
不
且瓜
束
は

山
静
悪
化
し
､
市
債
益
暴
落
も

土
民
の
生
活
は
益
困
難
と
改
み
従
て
安
債
を
日
本
品
を

求
め
る
解
凍
輸

入
は
激
増
し
た
事
は
曹
熱
で
あ
る
｡
各

図
よ
カ
の
陶
磁
器
輸
入
状
況
は
次
の
如
-
で
あ
る
.

1
九
二
六
年

日

本

三'克
0㌧只
講

和

勝

義
八㌧景
況

狗

逸

六二八'(0:ユ

絶
食
計

脚､空
れ'票
七

.I
九
二
七
年

一
九
二
八
年

畑'充
四､三
蒜
府

完
ニ'六巽

空
ハ六'二四四

五'究
八.〇望

屯'六〇]1､九二二府

警
一㌧完
EE

ホ八六㌧六霊

七､ニ八〇'三〇七

日
本
陶
磁
器
輸
入
は
常
は
首
位
で
金
輸
入
額
の
七

､

五
割
-
七
､
九
割
を
確
保
し
､
三
年
間
に

一
､
六
倍
の

槍
加
堅
不
し
た
に
反
し
､
狗
逸
'
和
蘭
耐
観
共
紙
輸
入

は
勤
し
､
漸
-

一
割
を
保
っ
て
ゐ
る
ほ
過
ぎ
を
い
惨
を

有
様
で
あ
る
｡

蘭
印
政
府
は
日
本
品
の
斯
の
如
き
洪
水
は
何
か
封
発

を
行

は
ず

に

過
さ
ん
か
園
内
産
業
の
滅
亡
､
和
蘭
商

晶
の
輸
入
皆
無
と
在
る
結
果
を
恐
れ
ー

一
九
三
三
年
九



月
ー
非

常
時
抽

入
制
限
令
と

い
ふ

;
種

の
糠

出

入
鞠
我

法

令
で
即
政
府
憧
令

を
以

て

7
定

の
商
晶

又
は
商
品

グ

ル
ー
ブ
の
蘭
印
摘
枕
匿
域
内
は
於
け
る
そ
れ
-
川1

の
場

各

は
定
ひ
ベ
p
,教
養
或
は
重
畳
を
超
過
す
る
場
合

1
時

之
を
焚
止
す
る
旨
規
定
す
る
事
を
程
る
と

い
ふ
の
む
散

布
L
t
次
い
で
蘭
印
政
府
は
闘
枕
改
正
案
を
深
川
す
る

胃
を
磯
表
し
､
日
本
品
の
防
過
を
目
的
と
し
た
が
日
本

‖仰
の
多
数
が
蘭
印
住
民
の
生
活
必
需
品
で
あ
る
禍
極
上

歓
洲
晶
で
代
用
す
る
TJ
と
の
不
可
能
の
状
態
は
あ
っ
て

そ
の
屡
分
は
苦
し
み
た
ゎ
､
要
す
る
に
安
債
夜
商
品
の

濁
古
的
輸
入
楯
即
輸
入
割
普
率
を
蘭
商
の
手
に
牧
め
ん

と
す
る
に
あ
っ
て
､
サ
ロ
ン
割
常
は
を
の
好
例
で
あ
る
､

.i
九
三
四
年

一
月
掴
枕
引
上
に
決
定
せ
少
'
そ
の
内
陶

磁
器
に
銅
す
る
分
は
左
の
如
し
｡

現
行
率

絶
倒

1割
､
別
に
本
棟
に
劃
し
五
割

の
附
加
枕
(
役
侶
先
哲

奇
計
微
佃

.t
捌
五
分

改
正
率

食
淋
'
非
十
沖
へ
果
物
盛
､
繊
維
等
'
従
脚
二
割

別
に
不
稔
に
射
し
五
割
の
附
加
牌

又
蘭

印

政

府

は

サ

f･f
ン
､

晒
綿
布
割
皆
に
珊
皆
に
苦

ん
だ
か
ら
､
多
-
の
商
品
を

一
宿
し
て
過
去
の
輸
入
高

の
比
率
に
依
-
輸
入
品
の
年
分
及

2
官

を
蘭
印
の
汽

船
に
ょ
与
抽
入
せ
し
め
ん
と
せ
ゎ
｡

し
か
し
輸
入
権
の
大
中
が
蘭
商
に
渡
る
も
現
在
の
如

き
取
扱
数
畳
で
は
輸
入
元
償
エ
ム
二
一割
も
損
す
る
が
如

き
濫
巽
の
有
様
で
何
等
得
る
所
は
強

い
か
ら
過
般
凍
双

方
陶
磁
器
業
者
間

に
於

で
陶
磁
器
に
掴
す
る
濫
巽
防

止
'
輸
入
を
自
主
的
に
制
限
せ
ん
と
す
る
目
的
の
た
め

抽
入
統
制
組
合
組
織
を
協
試
せ
み
｡

爪
睦
に
於
け
る
輸
入
陶
磁
器
統
計
は

年

次

一
九
三
〇
咋

1
九
Ji11
1
3%

1
九
三
二
年

1
九
三
三
年

金

解
千
Ⅶ

七
'六
一
三

四
'七
六
二

三
'
三
五
五

三
㌧
二
八
〇

日

本
側

内

凹
'五

〝

五
tO

〃

七
'
克

〝

八
'○

一一一 三三 凹 .,lJ:.

三 三 プ;0'剤仙

僻
記
せ
ざ
る
磁
淋

(
一
)白
色

従
僻

一
割

二
分

(
ニ
)
灘
仙

〃

二
割

僻
記
せ
ざ
る
陶
耕

二

)
鵬
色
血
…盤
仰
の
も
の

1
割

二
渉

(
ニ
)
銘
仙

二
側

日
不
敏
川
陶
磁
群

の
捌
向

日
本

は

断
熱

優
勢
で
紙
輸
入
額
の
八
割

へ
と

躍
進

し
.市
場
を
燭
占
し
和
蘭
は
〇
･八
割

へ
と
樽
蕗
せ
し
め

ら
れ
顔
色
が
無

い
.三

弧

七
三



地

球

節
二
十
四
怨

一
九
三
三
年
に
輸
入
さ
れ
し
各
問
の
上
等
陶
器
.
小

皿
､
椀
等
の
内
評

は

日

本

四
､六
〇
九
千
打

1
'七
六
七
千
爪

新
藩

政

九
〇

五
〇

拭

逸

三

四

利

附

･

1

二

枚

南

O
t的

O
t四

兆

随

○
'
三

一

支

那

〇
二

〇
'
三

組

計

四
'七
〇
拘

1
､
八
二
六

日
本
､
蘭
印
両
政
府
間
に
於
で
先
さ
は
輔
枕
引
立
の

五
十
六
積
商
晶
制
限
問
題
の
解
決
が
付
-
ま
で
.
披
打

式
及
金
部
を
賓
施
せ
ざ
る
こ
と
を
前
提
悌
件
と
し
て
日

蘭
骨
商
を
開
始
せ
L
に
蘭
印
政
府
は

一
九
三
四
年
七
月

二
十
五
日
突
然
陶
磁
器
輸
入
制
限
を
な
す
旨
撒
布
即
日

貸
地
す
る
と
同
時
.FJ"
次
の
如
き
宣
言
を
覆
し
た
｡

｢
撒
布
直
接
原
因
は
最
近
十
四
名
の
日
本
陶
磁
器
輸

入
商
が
非
常
に
出
過
ぎ
た
る
目
的
の
下
に
組
合
を
設
立

し
p
日
本
に
於
け
る
陶
磁
器
輸
出
組
食
と
密
接
在
る
協

力

を
以
で
組
合
員
に
限
-
輸
入
を
許
可
し
以
て
蘭
印
金

舘
三
統

三
宍

七

四

鰭
に
封
す
る
該
晶
の
輸

入
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ん
と
せ

-
.I
部
支
那
商
'
歓
洲
商
も
粗
食
は
加

入
せ
し
め
､
抽

入
陶
磁
器
の
割
常
数
畳
を
定

め
p
管
領
は
於
け
る
日
本

人
に
依

っ
て
決
定
せ
ん
と
せ
ヵ
､
か
ゝ
る
計
妻
の
郵
袋

を
断
行
し
た
る
の
み
で

一
九

三
三
年
に
於
け
る
抽
入
数

畳
を
基
礎
と
し
て
有
価
の
抽
入
を

許
可
せ
る

も
の
な

ら
と
｣
そ
の
制
限
令

の
内
容
を
見
る
ほ
左
の
如
し
｡

期
間
及
数
量
､
今
後
三
ケ
月
間
左
記
数
量
以
上
の
輸

入
を
楽
止
す
｡

統
計
希
班

.1W

日

輸
入
許
可
敬
盈

望
↑
望
筑

謎

的
墾

深

皿
､

霊
,00
.

i;
(約
雲高

)

讐
二
六

右
以
外
の

新

品

宣
誓
000打
(約
七llrj噸
)

買
七
-

四望

四
川
一七

四四四'四異

食

計
及文 典場 チ 野破
右邦 及:存 7帯群
以茶 テ ､セ 鉢製
外税 Iトツ如皿

助
郷
聖

コ
軍

書
打
(約
二
,喜

噸
)

ス
プ

ン
付

蓋

,喜
Lj
(約
]･蓋

噸
)

対
口川

の ヽブイト
糊ス ノレレヽ

ツ次
トJut.

用

阿0(
'00
0戯
(約
台
七噸
)

1
五
'六
五
三
噸

用
非
典

輸
入
資
格

一
九
三
四
年

一
月

一
日
現
在
曽
領
に
於

で
欧
洲
人
商
業
組
合
叉
は
之
は
粗
す
る
も
の
と
観
め
ら



れ
ね
機
軸

は
加
入
す
る
も
の
は
対
し
六
割
､
其
他
の
7P

の
ほ
対
し
四
割
許
可
す
｡

此
に
於
で
両
闘
政
府
代
表
が
接
種
を
東
ぬ
る
も
醇
ら

ず
遮
に

一
九
三
四
年
八
月
三
日
限
-
陶
磁
器
積
荷
禁
止

を
断
行
せ
-
､
そ
の
間
横
止
は
完
金
在
る
統
制
の
下
に

行
は
れ
'
日
本
の
組
合
の
誠
意
を
牧
瀬
し
た
結
灘
蘭
印

政
府
之
を
静
め
'
八
月
升

一
日
限
-
陶
磁
器
の
輸
入
制

限
の
み
停
止
し
､
互
譲
に
よ
-
爪
唾
陶
磁
器
輸
入
組
合

を
解
散
し
.
叉
九
月

一
日
よ
-
蘭
印
向
積
止
む
解
除
し
､

乙
ゝ
ほ
倒
満
な
る
解
決
と
を
つ
ね
､
か
J
る
新
帝
の
内

に
も
蘭
印

へ
の
陶
磁
器
輸
出
旺
盛
を
極
め
､

-1
九
三
四

年
は
三
宵
十
六
寓
八
千
回
と
夜
-
'
前
年
に
比
べ
て
僅

か
に
五
十
六
常
例
の
減
少
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
(未
完
)
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紹
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t

I11Jlt
1

l
r
r
l

1

0
内

本

鋳
物

資

料

紐

弟

t
等

絹

地
侶

世

本
邦
鋳
物
の
形
態
的

研
究

伊
漆
貞
市
約

四
六
倍
収

l.
四
十
二
五
九
京

米
hTL帝
蛸
大
挙
規
準
部
触
物
串
教
室
朋
祁
取
扱

六
月

尤
侶
十
脚

新

著

紹

介

和
川
緋
四
･郎
氏
日
本
戯
物
蕊
1-i
脱
線
十
八
郎
に
な
っ
て
‥IL
ハ
の
nq

の
賛

料
は
銀
牌
単
軸
政
教
の
努
力
で
日
に
月
に
苑
耕
さ
れ
･tJ
ゐ
る
｡
本
番
は

米
京
帝
閲
大
野
飲
物
騨
教
室
で
郁
究
し
た
日
本
韓
放
物
の
形
怨
に
関
す

る
も
の

を
苑
柄
し
た
も
の
で
'
之
を
公
刊
す
る
に
到
っ
た
の
は
昨
年
物

故
さ
れ
,た
本
邦
飲
物
聯
鼎

の
聴
堺
絹
地
信
世
氏
を
和
食
す
る
の
と
同
時

に
､
日
本
焼
物
認
妨
三
舵
完
成

t
の
嘩
僻
と
さ
れ
ん

と
し
た
も
の
で
あ

る
｡
嗣
肴
伊
藤
貞
市
氏
は
氷
大
蚊
物
串
教
範
を
主
宰
き
れ
虫

の
門
下
に

は
森
才
銑
士
を
苑
め
ら
れ
て
ゐ
る
｡

こ
1
に
串
間
と
怖
批
と
を
兼
ね
僻

へ
た
印
版
を
見
た

の
は
伽
飴
で
は
な

い
｡

ま
づ
本
啓

の
帳
没
を
見
る
と

花
色
鮒
の
紡
付

い
た
う
ち
に
も
ど
こ
か
難
か
な
基
剤
を
持

っ
た

色
布
で

背
に
は
締
地
倍
せ
本
邦
銑
物
の
形
態
的
研
究
と
畔
脅
さ
れ
て
あ
る
｡
港

税
を
飾
る
政

人
の
英
逝

利
川
共
作
耕
伯
雛

の
絹
地
氏
･竹
像
が
桃

い
て

ゐ
る

'
之
に
射
し
て
光
束
伯
の
越
貨
が
あ
る
0
拭

い
で
伴
と
し
て
伊
藤

良
市
氏
の
感
激
に
満
ち
た
日
本
銑
物
故
と
紺
地
氏
と
に
封
す
る
偲
某
が

美
し
-
背
か
れ
.で
あ
る
｡
内
容
の
一
斑
を
紀
す
る
と
先
づ
解

t
に
締
静

と
し
て
飲
物
形
腰
の
研
究
法
が
紀
か
れ
複
脚
反
射
測
角
非
と
結
晶
同
作

髄

の
方
法
が
柵
赦
さ
れ
て
併
る
｡
以
下
新
逝
奴
胸
聯
者
の
平
に
威
か
日

本
内
地
'
朝
鮮
及
英
傑

の
七
十
六
の
蚊
物
の
形
態
に
就
き
新
し
-
拭
か

れ
た
多
数

の
明
確
な
結
晶
樹
と
投
彩
脚
と
を
附
し
て
詳
述
き
れ
測
舛
デ

ー
タ
は
悉
-
掲
げ
ら
れ
七

ゐ
る
O
此
の
研
究

の
1
部
は
尊
門
離
社
に
印

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
典
の
舵
の
デ
ー
タ
を
こ
ゝ
に
は
番
き
加

(
ら
れ

て
あ
る
か
ら
後
非
研
究
の
逝
め
ら
れ
る
上
に
大
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ

て
ゐ
る
D
怨
末
に
は
放
物
名
索
引
及
蹄
地
名
索
引
を
附
し
て
捜
索
を
位

7
1

1宅

七
五


